
（様式２）
工事名 ：受注者記入欄
施工箇所
使用規格 :請求受理後に発注者記入欄
使用部分

：自動計算欄
設計数量

（ｍ3）
当初単価
(円) ①

7,620 2,500

使用日
使用
数量
(m3)

変更資材
単価(円)

②

使用調整
数量(m3)

③

単価差
（円）

④=②-①

価格差額
（円）

⑤=③×④

製造
地域

輸送車
両台数
(台)⑥

輸送調整
車両台数

(台)⑦

片道輸送
距離(km)

⑧

総輸送時間
(h)

⑨=⑦×⑧
×2/40

適用輸送
単価(円)

⑩

遠隔輸送費
（円）

⑪=⑨×⑩
備考

7,700 7,620 -1,524,000 39,637,082
2012/9/15 1,000 2,300 1,000 -200 -200,000 遠野 250 250 55 687 7,573 5,202,651
2012/9/16 1,000 2,300 1,000 -200 -200,000 遠野 250 250 55 687 7,573 5,202,651
2012/9/17 700 2,300 700 -200 -140,000 遠野 175 175 55 481 7,573 3,642,613

2012/10/15 700 2,300 700 -200 -140,000 遠野 175 175 55 481 7,573 3,642,613
2012/10/20 900 2,300 900 -200 -180,000 遠野 225 225 55 618 7,573 4,680,114
2012/11/15 800 2,300 800 -200 -160,000 遠野 200 200 55 550 7,573 4,165,150
2012/12/20 1,000 2,300 1,000 -200 -200,000 遠野 250 250 55 687 7,573 5,202,651
2013/1/15 400 2,300 400 -200 -80,000 遠野 100 100 55 275 7,573 2,082,575
2013/1/20 200 2,300 200 -200 -40,000 遠野 50 50 55 137 7,573 1,037,501
2013/2/1 500 2,300 500 -200 -100,000 遠野 125 125 55 343 7,573 2,597,539

3013/2/15 500 2,300 420 -200 -84,000 遠野 125 105 55 288 7,573 2,181,024
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0
-2,500 0 0 0

２．輸送調整車両台数は、使用数量と使用調整数量が異なった場合、使用調整数量を４で除した値を輸送調整車両台数とする。
３．輸送距離は、製造・生産地区外の片道距離を記入する。

１．使用調整数量は、輸送した中で単価が高価な使用数量から順次減算し、契約計上数量同数になるまで行うものとする。
【注意事項】

主要資材差額算出調書(石材用)
災害復旧工事
宮古市■■地内
砕石　Ｃ－４０
路盤工
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